
特色特色33特色特色22

特色特色11

― 1 ―

編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年
105-4 中学校 社会科 社会（地理的分野） １・２

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 地理 017-72 中学社会 地理 地域にまなぶ

１．編修の基本方針

学びのチカラで  人と社会を  未来へつなぐ
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。　

　この教科書は、教育基本法に示された「教育の目標（第２条の第１～５号）と、学習指導要領に
示された「地理的分野の目標」を達成し、社会科のねらいである「社会的な見方・考え方を働か
せ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社
会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基
礎を育成する」ことを目ざして、以下の柱と三つの方針に基づき編修しています。

主権者として、ともに
生きる力を育む教科書

社会に関⼼をもち、多様な⼈々
と協働しながら諸課題の解決に
向けて⾃ら行動していこうとす
る態度を涵養します。
【学びに向かう⼒・⼈間性等】

〔育てたい⽣徒像〕

持続可能な社会を
創造する市⺠の育成

市⺠的教養の基礎・
基本が⾝につく教科書

社会の成り立ちと諸課題、その
解決に向けた世界の動きを理解
し、社会参画に向けて必要な技
能を⾝に付けることができます。

【知識・技能】

社会を読み解き、
学び合える教科書

社会の諸課題を捉え、その解決
に向けて協働しながら多⾯的・
多⾓的に考察し、持続可能な社
会の創造のために発信できる力
を育みます。
【思考⼒・判断⼒・表現⼒等】

「卒業後も、何度も読み返したく
なる教科書」を⽬ざしました！
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「問い」を軸にして課題解決的に追究していく構成

章とびらに中単元の学習の課題と見通しを
明示しています。

とびら・導入ページとびら・導入ページ －－課題を捉え、見通しを立てる課題を捉え、見通しを立てる

節（小単元）の導入ページでは、新鮮な驚きを覚えるような写真
や地域の特徴を示した図や表から生徒の興味・関⼼を喚起しつ
つ、問題意識を醸成し、節を貫く課題を捉え、共有します。

社会を読み解き、学び合える教科書� 【思考力・判断力・表現力等】

単元（章・節）を通して課題解決的に学習を進められるようにして、課題を捉え、見通しを立て、解決していく力の育
成が図られるようにするとともに、「社会的な見方・考え方」を働かせた学習が促されるようにしました。

１単位時間の授業ごとの追究課
題を提示しています。

「確認 !」：学習したことを確認し、
整理します。
「表現 !」：学習したことを活用し、
⾃分で考え、言葉で表現します。

本時ページ本時ページ －課題について追究する課題について追究する

章・節の最後に設けられ
ています。学習内容を振
り返り、基礎・基本の定
着を図ります。また、「学
習したことを活用して
まとめよう」は、社会的
課題について考え表現
する活動を促します。

学習のまとめと表現学習のまとめと表現

確認しよう
知識・技能

振り返ろう
思考力・判断力・表現力等

活用してまとめよう
学びに向かう力・人間性等

学習のまとめと表現の流れ

p.44-45p.43

p.60-61

p.46-47
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市民的教養の基礎・基本が身につく教科書� 【知識・技能】

「何を学ぶか」「どのように学ぶか」をわかりやすく示した、基礎・基本がしっかりと 
身につく紙面構成

地理の学習で身に付けさせたい“技”を磨く「地理の技」

「地理の技」を掲載したページでは、二次
元コードから地理で⾝に付けたい技能の
習得に有効な動画を見ることができます。

8か所に
掲載

１単位時間を見開き２ページとし、文章や資料の読解を通して基礎的・基本的な知識・技能の習得を図れるように、
また、習得した知識・技能を活用して⾃分の考えを表現する活動が促されるように配慮して紙⾯を構成しています。

個⼈やグループでの活動を通じて、地理の学習で⾝に付けたい技能や表現力を養うコーナーを充実させています。

▲LOOK!　追究のきっかけとなる視点
を提示。（p.192）

▲THINK!　追究に使う資料の読み
取り・考察のポイントを提示。（p.19）

▲TRY!　内容にもう一歩踏み込んで、思考力・
判断力・表現力を高めます。（p.127）

導入資料
生徒の興味・関⼼を高め、学習のきっかけとなる写真・地図
などを解説文である「LOOK!」とともに掲載しています。

関連
このページの学習と関連する地理の他のページ
や、歴史・公民の学習内容を示しています。

参照ページ
内容が関連しているページや、参考になる
巻末の用語解説のページを示しています。

地理の窓
学習から興味
や関⼼を広げ
ていくコラム
です。

学習課題
この時間の学
習で、何につ
いて追究して
いくのかを確
かめられます。

確認と表現
「確認 !」は、こ
の時間に学習
したことを確
認・整理し、
「表現 !」は、学
習してきたこ
とを活用して
表現すること
を促します。側注解説

本文の記述や
言葉を補足し
て詳しく解説
したものです。

資料ナンバー
本文との関連を
示しています。

p.23

p.13

p.192-193
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社会への関心を高め、自ら行動していこうとする態度を涵養するページが充実

ICTを活用する「まなびリンク」

主権者として、ともに生きる力を育む教科書�【学びに向かう力・人間性等】

各節を貫く課題やSDGsに示された目標を視点にして学習を
広げたり深めたりする特設ページ「クロスロード」は、地球
的課題の解決に向けた社会参画の意識を高めていきます。

「世界の諸地域」の学習では、六つの州の各導入ページで、SDGsに示され
た目標に基づく、各節で考察する地球的課題を示しています。

紙⾯に印刷された二次元コードから各種の
コンテンツにアクセスして、学習に活用する
ことができます。

巻頭の「地理にアプローチ」では、地図のきまりや地図帳の
使い方など小学校で学んできたことを具体的に振り返るこ
とで、中学校の学習へスムーズに接続を図ることができるよ
うにしています。

入学して間もない中学一年生に向けて、地理・歴史・
公民の学習のあらましと相互の関係を示したイメージ
図を巻頭に掲載し、３分野の連携を意識しながら学習
を進めることができるようにしています。

このページの学習
と関連する地理の
他のページや、歴
史・公民の学習内
容を示しています。

小学校との接続、他分野との連携（カリキュラム・マネジメント）

その他の主な特色

▲これらのマークは、二次元コードの
コンテンツの種類を表しています。

ここから 
見られます

p.74-75

p.2-3巻頭 1

p.45、91

p.78-79

p.Ⅳ
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図書の構成・内容 特に意を用いた点と特色 該当箇所
地理の学習を始めるにあたって
地理にアプローチ

〇小学校社会科の学習を振り返ることを通して、中学校地理の学習への関⼼や意欲
を高められるように構成しました。（１号）

巻頭 1-2
p.2-4

第１編　 世界と日本の地域構成
　第１章　世界の地域構成

〇国旗や国名には各国の文化や歴史が織り込まれていることを理解できるように
しました。（５号）

p.14-15　

　第２章　日本の地域構成 〇我が国の領土の範囲や、領土問題、領土をめぐる課題について正しく理解できる
ようにするとともに、その平和的な解決に向けて意識を高められるようにしまし
た。（５号）

p.18-19
p.20-21

第２編　 世界のさまざまな地域
　第１章　 世界の⼈々の生活と

環境

〇世界各地の⾃然的・社会的条件と労働との関わりを理解することを通して、働く
ことの意味や意義について考えられるようにしました。（２号）

〇世界の言語・民族・宗教と社会との関わりについて考えることを通して、多様な
価値観や文化に対する寛容な態度が育まれるようにしました。（５号）

p.28-37

p.38-39、
p.40-41

　第２章　世界の諸地域 〇温暖化や酸性雨などの地球的課題について多⾓的に取り上げ、諸課題の解決や持
続可能な社会づくりには国際的な協力はもとより、⾃らの行動が不可欠であるこ
とについて考えられるようにしました。（４号）

p.72-73

第３編　 日本のさまざまな地域
　第１章　 地域調査の方法を 

学ぼう

〇地域調査を通して、⾃分なりに考えてテーマを設定し、仮説を立て、意見を交換
する学習活動が充実するように構成しました。（２号）

〇公共的な活動や政策に取り組む⼈々の様子を取り上げ、活動の内容や⼈々の思い
に触れる学習を通して、社会形成への参画意識を高められるように配慮しました。
（３号）

p.132-144

p.140-144

　第２章　 日本の特色と 
地域区分

〇地形、⾃然災害と防災、開発と環境保全などに関する具体的な事例を豊富に取り
上げ、それらと⾃分たちの暮らしとの関わりについて関⼼と考察を深められるよ
うに構成しました。（４号）

〇資源・エネルギーをめぐる我が国の現状を理解できるようにするとともに、地球
の有限性や、国際的な合意と協力が必要であることに気づけるように構成しまし
た。（５号）

p.148-163

p.164-165

　第３章　日本の諸地域 〇各地方の様子や、そこに生きる多様な⼈々の姿を、写真資料を豊富に用いて具体
的に取り上げ、⼈権・平和・環境・文化など多⾯的・多⾓的に理解と考察を深め
られるようにしました。（１号）

〇各地方の特色を捉える上での「学習の視点」を、地域社会の課題や、活性化に向
けた⼈々の工夫や努力について考察を深められるように提示しました。（３号）

p.172-277

p.173、187、
203、217、233、
247、263

　第４章　地域のあり方 〇学習してきた各地域の特色と課題を捉えていく中で、⾃分たちの暮らす地域にあ
る課題を見つめ直し、その解決に向けて主体的に社会形成に参画し、地域や社会
を持続可能なものにしていこうとする意識を高められるようにしました。（５号）

p.278-287

特別支援教育に
関わる配慮

・色覚の個⼈差を問わず、より多くの⼈に見やすいカラーユニバーサルデザインに基づく配色にして
います。

・紙⾯でもデジタル画⾯でも見やすく読みやすいユニバーサルデザイン・フォントを使用しています。
・見開き単位で資料に通し番号を示すことで、資料と本文との関係を理解しやすくしています。
・キャラクターのふきだしの文章は、読みやすさを考慮して改行しています。

社会の多様性への配慮 ・キャラクターのイラストは、性差や障がいの有無などに関わらず、多様な生徒が互いに協力し合いな
がら学習に取り組む様子を描写しています。また、在日外国籍の⼈たち、アイヌ民族の⼈たち、公
害病の患者の⼈たちなどの社会的少数者をめぐる状況や課題について理解し、考えることができる
ように編修しています。

用紙・印刷・造本 ・丈夫で軽量かつ写真などの表現力に優れた用紙を使用し、鮮明に印刷されています。
・環境への負荷を軽減するために再生紙を使用し、印刷は植物油インキを使用しています。
・判型は、資料を大きく掲載できる幅広のAB判で、長期間の使用にも耐えうる堅固な製本です。

教育の ICT化への対応 ・教科書に準拠した指導者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書（＋教材）を発行します。指導
者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書の教材版には、動画、アニメーション、フラッシュ
型教材などの各種のコンテンツや機能を搭載します。

２．対照表

３．上記の記載以外に特に意を用いた点や特色
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 「問い」を軸にして課題解決的に追究していく構成
単元（章）を通して課題解決的に学習を進められるようにして、主権者・市民として必要な、課題を捉え、見通しを
立て、主体的に解決していく力の育成が図られるようにしました。

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

学習指導要領との関係

受理番号 学校 教科 種目 学年
105-4 中学校 社会科 社会（地理的分野） １・２

発行者の番号・略称 教科書の記号 ･番号 教科書名
17教出 地理 017-72 中学社会 地理 地域にまなぶ

❶  章の学習を見通す「章とびら」と 
  学習のはじめに設けられた節の「導入ページ」
新鮮な驚きを覚えるような写真資料を中⼼に構成しています。
生徒が興味・関⼼や見通しをもって、章・節の学習に取り組む
ことができるようにしています。

❸  章・節の学習を振り返るページ 
  「学習のまとめと表現」
各章の終わりに設けています。学習内容を振り返り、基
礎・基本の定着を図ります。また、「学習したことを活用
してまとめよう」は、社会的課題について考え、表現す
る活動を促します。

次の章へ

❷ 「本時ページ」
見開き２ページ=１単位時間の構成で、見開きごとに「学習課題」
（学習の見通し）と、それに対応するスモールステップ「確認／表現」
（振り返り）を設け、生徒の主体的な学習を促します。

❹  視点を変えて学習を捉え直す「特設ページ」
本時で学習した内容について、視点を変えて捉え直すこ
とができるテーマを設定しました。生徒が現代社会の諸
課題と照らし合わせ、多⾯的・多⾓的に考察できるよう
にしています。

本時の見通しを示す
「学習課題」 本時の学習内を確認し、⾃分の

言葉で表現する「確認」「表現」

❶   課題を捉える 
見通しを立てる

❸   振り返り整理・ 
考察する

❹   捉え直して考察する

❷   課題を解決する 章の流れ

p.171 p.172-173 p.276-277

p.264-265

p.274-275
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 「社会的な見方・考え方」を働かせた「深い学び」を支援

 「対話的な学び」を促す
  多様な活動例を紹介

 現代の諸課題の解決に向けて社会に参画していく意識や態度を涵養

中学校地理の「見方・考え方」を働かせた学びを、効果的に進められるようにしています。

各章の「学習のまとめと表現」に、
グループでの対話的な活動を想
定した多様な問いを示していま
す。また、終章「地域のあり方」
では、地理の学習を通して⾝に
付けた力を総動員して取り組む、
地域の課題の解決に向けた提案
活動の例を紹介しています。

　　　　　　　　　
巻頭「地理の学習を始めるにあたって」のページでは、
SDGsのあらましを解説するとともに、これからの学習
をSDGsの目標を視点にしながら進めていくことを
示唆しています。また、各節を貫く課題やSDGsに示さ
れた目標を視点にして学習を広げたり深めたりする特
設ページ「クロスロード」は、地球的課題の解決に向
けた社会参画の意識を高めていきます。 p.78-79、 126-
127、 200-201、 230-231、 260-261、 276-277

SDGs・社会参画

巻頭の「地理の学習を始めるにあたって」では、中学校地
理の学習で働かせていく「見方・考え方」を詳しく紹介し
ています。

各章のとびらに、その章で
働かせるべき「見方・考え
方」をマークを付けて提示
し、深い学びが促されるよう
にしています。 p.43

p.87
p.276-277

p.284-285

p.巻頭 2

p.57

p.巻頭 1-2

　　　 　
世界各地の先住民族、在住外国
⼈、女性の地位、貧困・格差な
ど、⼈権に関わる諸課題と、そ
の克服に向けた取り組みについ
て扱い、⼈権尊重・多文化共生
に向けて意識を高められるよう
にしています。 p.38-39、 40-41、
55、 57、 59、 78-79、 83、 84-85、 86-
87、 98、 100-101、 107、 121、 126-127、
264-265、 276-277　ほか

人権・多文化共生

p.286
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53か所に
掲載

　　　　　　　　　　　　　
・地球環境や、我が国で発生した公害をめぐる問題
と、その克服に向けた取り組みについて、多⾯的・多
⾓的に考察できるようにしています。また、第３編・第
４章では、地域の課題を、水俣病を例に、発生から環
境の改善に向けた取り組みまで詳しく扱っています。
資源・エネルギーについては、各地の産業との関わり
で幅広く扱うとともに、輸入に依存する我が国の現状
や課題について理解し考えられるようにしています。
p.53、58-59、72-73、99、164-165、179、180-181、182　ほか

　　　　　　　　　　　
・地域の伝統文化について、「なぜ受け継がれてきたの
か」などにまで踏み込んで、地理的分野ならではの視
点から取り上げています。また、琉球王国の文化やアイ
ヌ民族の文化を、その継承に向けた課題と取り組みに触
れながら紹介しています。
p.182-183、 206-207、 226-227、 250-251、 264-265、 276-277

・第３章「日本の諸地域」の導入ページでは、学習する
地域の伝統行事や文化財の写真を掲載し、時代に合わ
せて変化する文化を紹介しています。
p.172-173、 186－187、 202－203、 216-217、 232-233、 246-247、

262-263

　　　 　
・情報通信技術の発達が、産業や生活に及ぼす影響に
ついて、理解し考えることができるようにしています。
p.57、 169　ほか

　　　　　 　
・第３編・第１章「地域調査の方法を学ぼう」では、愛
知県名古屋市を例にして、災害の歴史や地形、土地利用、
防災施設などを調査し、防災について考察する活動を紹
介しています。
p.132-144

・防災や復興の取り組み、被災の経験を未来に生かす
ための活動などを紹介し、防災について主体的に考え、
行動していく意識が涵養されるようにしています。
p.156-157、 158-159、 260-261　ほか

　　　　　 　　
・我が国の領土の範囲や、領土問題、領土をめぐる課
題について正しく理解できるようにするとともに、その
平和的な解決に向けて意識を高められるようにしてい
ます。
p.18-19、 20-21

環境、資源・エネルギー

我が国の伝統・文化

情　報

防災・安全

我が国の領土

「地理の窓」　本文内容からさらに
一歩進んで学びを掘り下げ、視点を
変えたり広げたりできるコラムの
コーナーを随時設けて学習の充実
を図っています。

75
p.21

p.282-283

p.140-141

p.250-251

p.207
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「学習のまとめと表現」　章・節の最後に設けられていま
す。学習内容を振り返り、基礎・基本の定着とその活用
を図ります。
 この編修趣意書の p.1 参照

学びを深めることができる問いの
「Ｑ」を適宜、設けています。

「地理の技」　⾝に付けたい技能や表現力を養う
コーナーを充実させています。（＊動画も併設。）

世界の略地図を描いてみよう① ���������� p.7
テープを使って地球儀で方位と距離を確かめよう �� p.10
世界の略地図を描いてみよう② ���������� p.11
統計資料を使ってみよう ������������� p.13
日本の略地図を描いてみよう ����������� p.23
雨温図を読み取ろう ��������������� p.27
地形図から断面図をつくろう ���������� p.139
新旧の地形図を比べよう ������������ p.139

側注・巻末の用語解説　難解な用語や補足説明が必要
な事項には、丁寧な用語解説を掲載し、確かな学びを支
えます。
p.288-293、 p.14　ほか

基礎的・基本的な知識・技能の習得への配慮

小・中学校、他分野・他教科との接続・連携　　

地理・歴史・公民の学習のあらましと相互の関係を示し
たイメージ図を巻頭に掲載し、３分野の連携を意識しな
がら学習を進めることができるようにしています。

まなびリンク　　
紙⾯に印刷された二次元コードから、
動画やクイズ、統計資料など各種のコ
ンテンツにアクセスして、学習に活用
することができます。

デジタル教科書・教材　
教科書に準拠した指導者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書（＋教材）を発行し
ます。指導者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書の教材版には、動画、アニ
メーション、フラッシュ型教材などの各種のコンテンツや機能を搭載します。

見開き右ページ下「関連」に
は、その時間の学習内容と関
連する他分野などの学習を
示しています。

カリキュラム・マネジメントへの配慮

教育の ICT化への対応

▲これらのマークは、二次元
コードのコンテンツの種類
を表しています。

ここから 
見られます

地域の人々の声　世界地誌・日本
地誌の学習を中⼼に、そこに暮らす
⼈々の話が織り込まれています。臨
場感あふれる内容になっています。
p.111、 119、 122、 194、 224、 239、 252、

269、 283

p.29

p.75

p.119

p.巻頭 1
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教科書の単元配列 配当時数 学習指導要領の内容 該当箇所
第１編　世界と日本の地域構成 【9】 A

　第１章　世界の地域構成 ５ A（１）① p.6-15

　第２章　日本の地域構成 4 A（１）② p.16-24

第２編　世界のさまざまな地域 【36】 B

　第１章　世界の人々の生活と環境 【8】 B（１） p.26-42

　第２章　世界の諸地域 【28】
第１節　アジア州 7 B（２）① p.44-61
第２節　ヨーロッパ州 6 B（２）② p.62-77
第３節　アフリカ州 3 B（２）③ p.80-89
第４節　北アメリカ州 5 B（２）④ p.90-103
第５節　南アメリカ州 4 B（２）⑤ p.104-115
第６節　オセアニア州 3 B（２）⑥ p.116-125

第３編　日本のさまざまな地域 【58】 C

　第１章　地域調査の方法を学ぼう 【6】 C（１） p.132-144

　第２章　日本の特色と地域区分 【12】 C（２） p.145-170

　第３章　日本の諸地域 【35】
第１節　九州地方 5 C（３）① p.172-185
第２節　中国・四国地方 5 C（３）② p.186-199
第３節　近畿地方 5 C（３）⑤ p.202-215
第４節　中部地方 5 C（３）③ p.216-229
第５節　関東地方 5 C（３）④ p.232-245
第６節　東北地方 5 C（３）⑤ p.246-259
第７節　北海道地方 5 C（３）① p.262-275

　第４章　地域のあり方 【5】 C（４） p.278-287

用語解説
さくいん

計103
（予備 12）

p.288-293

・紙⾯を見開き単位とし、本文と資料をフォントやポイントの違いにより明確に区分したり、整理・パ
ターン化したりしたレイアウトでデザインすることで、視認性がより高まるように配慮しています。
・色覚の個⼈差を問わず、より多くの⼈に見やすいカラーユニバーサルデザインに基づく配色です。
・紙⾯でもデジタル画⾯でも見やすく読みやすいユニバーサルデザイン・フォントを使用しています。
・キャラクターのふきだしの文章は、読みやすさを考慮して改行しています。

・キャラクターのイラストは、性差や障がいの有無などに関わらず、多様な生徒が互いに協力し合いな
がら学習に取り組む様子を描写しています。
・世界各地の先住民族、在住外国⼈などの⼈権に関わる諸課題と、その克服に向けた取り組みについ
て扱い、⼈権尊重・多文化共生に向けた意識を高められるようにしています。

・丈夫で軽量かつ写真などの表現力に優れた用紙を使用し、鮮明に印刷されています。
・環境への負荷を軽減するために、再生紙を使用し、印刷は植物油インキを使用しています。
・資料を大きく掲載できる幅広の判型（AB判）で、長期間の使用にも耐えうる堅固な製本です。

● 特別支援教育に
　 関わる配慮

● 社会の多様性への
　 配慮

●用紙・印刷・造本

その他

・学校教育法施行規則が定める教科の授業時数を踏まえて編修しています。
・内容の程度・範囲は、学習指導要領に示された内容に準拠しています。
・本文は見開き２ページで１単位時間を原則にしています。
・文章は、中学生の発達段階を考慮した、平易な表現にしています。
・見開き単位で資料に通し番号を示すことで、資料と本文との関係を理解しやすくしています。

● 内容の程度・分量


